










































深い地域である。2010 年 1 月に村から長野市に併合された。
　地区にひとつずつしかない保育園・小学校・中学校の子供達を「中条の宝」として地域全体で育
てようと言う基盤のもとに、長野市合併の 2010 年より、地域の保育園・小学校・中学校の一貫教










































　4.　 作品の完成は 2011 年 3 月末でよいが、歌詞を作った中学 3 年生が 2011 年 3 月に卒業してし
まうので、可能ならばワンフレーズだけでも口ずさめるようにしてあげたい。
　通常の作曲依頼ならば、このような余裕のない日程での受諾は躊躇するところであるが、詩を
作った中学生達が卒業と聞けば頑張るしかなく、結果として 2011 年 2 月中に完成した作品をお渡
しした。














　中条では春から、小学生 87 名、中学生 37 名で早速練習を開始し、宮崎教諭からは「特に，食べ
物が出てくる部分・・・掛け合いになっているところが生徒たちのお気に入りです。」との報告が
届いた。日頃は小学校、中学校で別々に練習し、月に 1 度の合同音楽集会で歌い合わせながら、ま
ずは 9 月末の文化祭での披露をめざすとのことだった。同年 8 月に長野県の指導主事が授業参観と
指導、文科省からも視察、翌 2012 年 11 月に長野県で行われる全日本音楽研究会でこの「ふるさ
と中条」を中心に宮崎教諭が授業を行うことが、次々と決まって行った。




















　2012 年 11 月の全日本音楽研究会の事前指導として、作曲者である筆者が中条へ行き、直接子供
達を指導することになった。宮崎教諭の全日本音楽研究会の授業プランは「最後の “ふるさと中
条” の歌い方を工夫し、 2 度繰り返されるところ、最後の “ふるさと中条 ” に入る前の 4 分休符
と、速度や強弱の 工夫をメインにする」というものだったが、筆者の行う事前授業では、曲への
想いを子供達と語り合うことが求められた。








































































　1.　混声四部合唱用の 4～5 分程度の単品。1 曲で 1 ステージとなる内容の充実したもの。
　2.　ピアノ専攻の生徒の活躍の場を増やすため、ピアノ伴奏は 1 台 4 手連弾で。








































　これらのワークシートを基礎資料として、2013 年 5 月 17 日に、埼玉県小手指の芸術総合高等学









音楽科の生徒といえども、ごく普通の 15 歳、16 歳、17 歳であること、大きな不安と焦燥を抱え
ており、それぞれなりのやり方で必死に乗り越えたりかわしたりしているということだった。
　50 分で 58 名の心の内に踏み込むことはとてもできなかったので、再度のワークをお願いした。
テーマは「あなたの信じるものは何ですか」。これは、後に作品を演奏する時にも役立つことを期
待していた。
　数週間後、生徒達の次のワークシート 2 枚× 58 名分が届いた。





















































































　2013 年 11 月 2 日、浦和の埼玉会館で開催された芸術総合高等学校音楽科第 12 回定期演奏会の
最終ステージで、「冬の枝」は初演された。長田教諭はピアノの効果を優先して合唱の一部が見切
れてもピアノの大屋根を全開にする方を選択された。主観的な報告にならざるをえないが、連弾を





　上記 2 例を通して、筆者が学んだことは、2 点ある。
　まず、「教育の現場では、想定外が当然の想定」ということである。当然わかっていたはずの事
だが、改めて、大人の想定など子供達の自由な発想によっていとも簡単に蹂躙されることを実感し
た。児童合唱団やジュニアオーケストラなど子供と関わることは多い。大学生相手でさえ日々想定
外のことが起きる。さらに言えば人と人の交わりに「想定」など機能しないからこそ面白いのであ
り、今回の 2 例のご依頼をお引き受けしたのは、そういう自由な子供の発想に触れたかったからで
もある。（その意味においては、もっと蹂躙して欲しかったくらいでもある。）
　1 例目の長野県の事例における子供達との触れ合いは、教育研究事例の意味合いも帯びたため
に、大人達によって緻密に準備されたものであったが、それでも、大人の敷いたレールからはみ出
してくる子供たちの反応は非常に生き生きとしていた。2 例目は、どこまで生徒達に踏み込めるか、
それこそ「想定」などない状態で、やり取りを重ねるごとにどんどんお互いが近づいて行った感覚
がある。想定などせずに生徒も筆者ものびのびと交わらせて頂けたことは、非常に幸運であったと
考える。
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　もうひとつは、このような作曲家の教育現場への関わりは、現場で子供達と密に関わる教諭との
信頼関係によって可能となる、ということである。より強い信頼関係があれば、より深いコラボ
レーションが可能になる。
　1 例目の長野県の事例では、作曲家と演奏者、という立場よりも、筆者は筆者の道具で、教諭達
はかれらの道具で、共に子供達に丁寧に手をかけたと感じている。
　2 例目の、高校生ひとりひとりの内面に踏み込むようなコラボレーションは、長田教諭のバラン
スの取れた仲介なしには成立しなかったのであり、筆者も長田教諭に対する強い信頼によって、よ
り深い内容に踏み込む勇気を得たと言える。こちらは、音楽を専門とする生徒達が相手であっただ
けに、作曲家と演奏者という立場をむしろ際立たせ、それぞれが専門分野での力を尽くすことが、
生徒達の深い成長につながる事例であった。
????
　本稿で述べて来た 2 例は、「学校教育の現場における専門家の活用法」の事例報告でもある。教
育の専門家である現場の教諭と、学外の各分野の専門家が、信頼関係を持って共に教育にあたるこ
とは、常にあることではないだけに、子供達に強い印象を残す。子供達に外の世界を垣間見せ、専
門家の技術や思考に触れさせ、子供達の日常を知る現場の教諭が、その経験の消化と昇華を手助け
する。信頼に基づいて行われるこの連携は、直接的な職業観の醸成などを越え、子供達の心の、普
段使わないどこか深いところに響く可能性をおおいに持っている。
　学校によって物事の決まるスピードが違い、予算を動かせるタイミングや毎年の生徒の状態など
諸事情も不確定な中で、学外の専門家を教育現場に取りこむことは、たとえそうしたいと思っても
動きにくいのが実情であろう。しかし、通常ならば引き受けにくい状況であっても、子供達の教育
に役立てるのならぜひ協力したいと、意気に感じる専門家は各分野にきっといる。埼玉県立芸術総
合高校の長田教諭が、最初にホームページを通して送って来られた打診のメールは、生徒たちへの
愛情に満ちたものであり、筆者に、ぜひ長田教諭の教育に協力したいと言うだけでなく、以前から
やりたいと思っていた高校生達とのコラボレーションが、この教諭と共になら可能かも知れない、
と思わせてくれた。
　ここにあげた 2 つの事例はどちらも初めての企画で、学校側も初動段階は手探り状態であったと
思われるが、それぞれ中心となって動かれた教諭が、学校現場から勇気をもって外の世界の筆者に
アプローチして下さったからこそ実現したものである。
　筆者にこの得難い経験を与えてくれた関係諸氏に心よりの感謝を捧げたい。2 名の教諭のアイデ
アが、それぞれの形で、情熱と組織のバックアップをともなって実現されたということこそが、生
徒達に大きな実りをもたらしたと確信している。
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